
第五次千葉県障害者計画　数値目標　達成状況管理表　　　　　　資料１－３ （評価）
Ａ ・・・・・・・・目標値の１００％以上の達成率
Ｂ ・・・目標値の８０％以上１００％未満の達成率
Ｃ・・・・ 目標値の６０％以上８０％未満の達成率
Ｄ ・・・・目標値の３０％以上６０％未満の達成率
Ｅ ・・・・・・・・・目標値の３０％未満の達成率

－（その他）・・調査中及び達成率による評価ができないもの等

施策番号 主要施策 基本施策 担当課
数値目標
番号 数値目標 単位

２５年度
（実績）

２６年度
（実績）

２７年度
（目標）

２８年度
（目標）

２９年度
（目標）

２７年度
（実績）

評価 成果の状況等（コメント）

５-（１）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（１）地域における相談
支援体制の充実

障害福祉課（地域） 5-1 計画相談支援従事者数 人 555 812 950 975 1,000 893 B
・目標には届かなかったが概ね順調に増加
している。

５-（１）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（１）地域における相談
支援体制の充実

障害福祉課（地域） 5-2 特定相談支援事業所所在市町村数 市町村 43 46 設定なし 設定なし 54 46 -
・引き続き市町村への周知に努める。

５-（１）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（１）地域における相談
支援体制の充実

障害福祉課（地域） 5-3 一般相談支援事業所所在市町村数 市町村 36 37 設定なし 設定なし 54 36 -
・引き続き市町村への周知に努める。

５-（１）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（１）地域における相談
支援体制の充実

障害福祉課（地域） 5-4-(1)
千葉県相談支援アドバイザー派遣事業
（アドバイザー配置数（再掲））

人 32 33 32 32 32 32 A
・目標の配置数を確保した。

５-（１）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（１）地域における相談
支援体制の充実

障害福祉課（地域） 5-4-(2)
千葉県相談支援アドバイザー派遣事業
（アドバイザー派遣件数）

件 18 8 30 30 30 6 E
・目標を大幅に下回ったことから、市町村会
議等で周知することにより利用促進を図
る。

５-（１）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（１）地域における相談
支援体制の充実

障害福祉課（地域） 5-5 基幹相談支援センター設置市町村数 市町村 14 15 設定なし 設定なし 44 16 -
・引き続き市町村への周知に努める。

５-（１）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（１）地域における相談
支援体制の充実

障害福祉課（地域） 5-6
発達障害者支援センター相談件数（地域
相談支援機関での相談を含む）

件 2,752 2,594 設定なし 設定なし 3,500 6,525 -

・前年度より相談支援件数が増加した。今
後も地域の相談支援機関の対応可能数の
増加を目指す。※27年度は地域相談支援
機関での対応件数を含む。

５-（２）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（２）地域における相談
支援従事者研修の充実

障害福祉課（地域） 5-7 計画相談支援従事者数(再掲) 人 555 812 950 975 1,000 893 B
・目標には届かなかったが概ね順調に増加
している。

５-（２）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（２）地域における相談
支援従事者研修の充実

障害福祉課（地域） 5-8 相談支援専門員の養成数 人 629 567 600 600 600 516 B

・概ね受講者数を確保することができた。
今後、研修の周知方法等を検討し、さらに
受講者数の確保に努める。

５-（２）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（２）地域における相談
支援従事者研修の充実

障害福祉課（地域） 5-9-(1)
相談支援専門コース別研修事業（受講
者数）

人 767 390 720 720 720 298 D

・事業予算の削減に伴い目標の受講者数
を達成することができなかったため、今後
の研修の実施方法等を検討する。

５-（２）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（２）地域における相談
支援従事者研修の充実

障害福祉課（地域） 5-9-(2)
相談支援専門コース別研修事業（研修
開催回数）

回 9 8 9 9 9 6 C

・事業予算の削減に伴い目標の開催回数
を達成することができなかったため、今後
の研修の実施方法を検討する。

５-（３）
５　障害のある人の相
談支援体制の充実

（３）障害のある子どもと
家族への在宅支援機能
の強化

障害福祉課（地域） 5-10
医療的ケアの必要な子ども等への相談
支援研修の受講者数

人 なし 86 80 80 80 67 B

・概ね受講者数を確保することができた。
今後、研修の周知方法等を検討し、さらに
受講者数の確保に努める。
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